
“施設をまるごと研修”してみませんか？

認知症ケア・マッピング

認知症ケア・マッピングとは？

マッピング

フィードバック

行動計画

ケアの実践

熊本県 認知症施策・地域ケア推進課（担当：八田） 096-333-2216

パーソン・センタード・ケアの理念を実践するために考案されたもので、
認知症の人の行動はケアを反映しているという考え方のもと、認知症の人
の表情・行動等を観察・記録し、ケアの質を向上させる手法です。

マッパー(講師)が、事業所に訪問して、認知症
の人を６時間、５分ごとに観察・記録します。
①本人がどのような行動に携わっているか
②本人がどのような状態にあるか
③本人と介護スタッフの関わり

を客観的な指標に基づき記録し、結果をスタッフ
と考え、ケア実践（行動変容）につなげます。

● 専門家によるマッピング

● ２回のサイクルで介護の質が向上！

◆認知症介護の質向上に意欲のある県内事業所

※定員を超える申し込みがあった場合、以下３つの研修修了者（見込み含む）が在籍する

事業所を優先します。

①熊本県権利擁護推進員養成研修（施設長等研修）

②熊本県有料老人ホーム等施設長等権利擁護推進研修

③熊本県介護施設等従事者権利擁護推進研修（看護実務者研修）

◆申込みは以下のURLか、右の二次元コードから!!

受講者の声

・ 認知症の人の視点に立ったケアについて考えることができた。

・ チームで研修を受けることができ、事業所全体の意識・質の向上に繋がった。

・ 今後事業所として取り組みたいことがはっきりし、モチベーションが向上した。

・ 申し込んだ後に研修の日程が調整できるので、受講しやすかった。

受 講 募 集

対象事業所・申込方法

https://logoform.jp/form/x4b6/1762765

２回目の実践結果を現場スタッフにフィード
バック。個性と尊厳を尊重するチーム力を育み、
さらにケアの質的向上を目指します。

＜ 募集は10月30日（金）まで!! ＞

あなたの施設に講師を派遣!!

受 講 無 料
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